
1. はじめに
　松川町では、町の観光振興の中核を担う組織「日本版DMO※」の松川町版「南信州まつかわ観光局（仮称）（以
下「観光局」という。）の平成 30 年 3月設立を目指し、準備を進めています。
少子高齢化や人口減少といった社会的課題を背景に、観光を手段としたまちづくりにより地方創生を実現するこ
とを目指します。
　くだものの里まつかわの果物観光に加え、歴史や自然体験等など地域の観光資源を活かした「滞在交流型」観
光の推進や、地域全体の観光マネジメントを一元的に担うことを目的としています。

※日本版DMOとは、デスティネーション・マネージメント /マーケティング・オーガニゼーションの略語で、観光物件、
自然、食、芸術・芸能、風習、風俗など当該地域にある観光資源に精通し、地域と協同して観光地域作りを行う法人を
指します。

2. これまでの経過
　町では設立に向けて、昨年 9月より観光・交流の関係団体で構成する「設立検討委員会」を 7回開催し、組織
の経営理念、経営目標、事業計画、組織体制などについて、検討を進めています。
　また、松川町の地域ブランドや滞在交流プログラムを開発していく町民有志参加型の集まり＝「観光交流地域づ
くり戦略会議※」を、計 18 回開催し、議論検討を重ねています。

※「戦略会議」は、月に 1回開催しています。（毎回 15～20 名ほどご参加いただいていいます。）どなたでも参加できま
すので、ご興味のある方は事務局までお問合せください。

●産業観光課　観光局設立準備室　TEL・FAX　36-7155　　●産業観光課　商工観光係　TEL　36-7027
お問い合わせ
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観光を手段としたまちづく
りの先には、以下のような
効果も期待されます。

産業の活性化・雇用
創出
滞在交流型の観光で農業
をはじめ第1～3次産業全
体の活性化に貢献する。

移住（Ｕ、Ｉターン）の
促進
地域外の人との交流を通
じて、郷土愛や地域の誇
りを醸成し、ＵＩターン
の促進に貢献する。
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イメージ図 講 師　清　水　愼　一

「大正大学地域構想研究所」教授
「観光地域づくりマネージャー」を育成する「清水塾」塾長
「日本版DMO( 観光地域づくりプラットフォーム ) 推進研究会」顧問

18：30～19：00　観光局設立進捗状況 報告会
19：00～20：30　清水愼一 先生 講演会
20：30～20：45　質疑応答
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　主な略歴
長野県小諸市出身。1948 年 12 月 1日生まれの団塊の世代。
1972 年東京大学法学部卒業後日本国有鉄道に入社、1987 年 JR 東日本に移行し、2000 年本社取締役営業部長、2002 年取締役仙台支社長。
2004 年 6月に㈱ジェイティービー常務取締役。訪日ツーリズム推進や事業創造本部長など担当。ロングスティプランなど着地型観光をベー
スにした地域交流ビジネスを打ち出す。2011 年退任。
2008 年 4月から 2016 年 3月まで立教大学観光学部特任教授、兼任講師
現在　大正大学地域構想研究所教授。日本版DMO( 観光地域づくりプラットフォーム ) 推進研究会顧問。長野県、福島県奥会津振興センター、
佐渡・ニセコ・佐世保・別府・香川県などが加盟する全国 13 観光圏協議会、世田谷まちなか観光協議会など各地域のアドバイザーを務める
とともに、観光地域づくりマネージャーを育成する清水塾塾長や各地のシンポジウムやＤＭＯ勉強会、インバウンド研究会の講師などを務め
る。
　主な公職
内閣府「地域活性化伝道師」、総務省「地域力創造アドバイザー」、内閣官房「国境離島の保全・管理及び振興のあり方に関する有識者懇談会
委員」、国土交通省「離島振興のありかた検討委員会」座長、全国観光圏協議会アドバイザー、長野県観光審議会会長、長野県観光戦略アド
バイザー、信州・観光地域づくりマネージメント塾塾長、中山間地域フォーラム理事、異業種勉強会「二山会」会長など多数。

※申込不要・入場無料

　主な略歴



4. 今後の進め方
　引き続き、設立検討委員会、戦略会議での議論を深め、事業計画、組織体制等を検討していきます。そして、

町民の皆様への広報、議会への承認等を経て、来年 4月事業開始を目指しています。

　今後も進捗状況などを、お知らせしていきます。ご不明な点がございましたら、お気軽にお問い合わせください。

　・11 月 22 日には進捗状況報告会を開催いたします。まちづくりに関する講演会も同時開催。ぜひお出かけく

ださい。（詳細は裏面参照）

3. 組織の概要
　どのような組織を目指すのか、どのような事業を担うのか。これまでの検討の結果、以下のようにまとめられ

てきています。

（1）組織
　観光局は、利益を追求するが私的分配しない、公共目的に活用する「一般社団法人」とし、町や商工会、関係

団体、個人の町民等に会員となっていただき、組織を構成することを予定としています。

　町（役場）が行う事業のうち、観光局が行うことでより効果が高い「観光交流事業」については、町（役場）

との協議により、観光局が受託することを想定しています。

　また、民間手法と経営感覚をもった、専門人材の雇用と育成を、組織運営の礎と考えます。

（2）事業の概要
　①来訪者と地域住民とがつながる滞在交流プログラムの創出

・松川町ならではの自然、人、農的生活を素材にした「情緒的価値」（憧れ・誇りにつながるもの）を生み出

す滞在交流プログラムを創出します。

　②「泊・食・過」をコーディネートするワンストップ窓口の提供

・過ごし方や体験等の案内・コーディネート業務を提供します。

・個人向け、団体向けに着地型商品（過ごし方や体験+宿泊 +食事）を企画販売します。

・訪日外国人旅行（インバウンド）のコーディネート業務を推進します。

　③町施設の運営

・観光との親和性の高い施設等（旧松川青年の家→現在後利用を検討中で未確定）を経営することを予定し

ています。

・町営温泉宿泊施設「清流苑」や、フォレストアドベンチャー松川と連携して事業を行います。

　④地域ブランドの形成

・こうした事業をつうじて、100 年後に残したい地域ブランドの確立を目指します。

平成 年度 平成 年度

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

組織構成（法人形態等）の検討既存事業の棚卸し 定款・法人登記

目的・役割の確認

情報戦略（ウェブサイト構築、パンフレットの見直し検討）

広報メディア（広報誌、 、 等）にて状況報告
町 に検討委員会等情報掲載 広報まつかわ 、 月号

町民向け説明町民向け説明講演会① 町民向け説明会
（ / 区長・自治会長会）
町民向け説明会
（ / 区長・自治会長会）

関係団体へのヒアリング

経営理念、経営目標、事業計画等の検討作成

青年の家活用に関する調査検討

講義・ワークショップの回
     滞在交流プログラムの企画造成、地域ブランドの言語化

モニターツアーの実施情報共有の回
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①松川町を体感してもらうための「滞在交流プログラム」づくり
②地域ブランドの言語化（キャッチコピー、ストーリー等）

滞在交流プ
ログラムの
考え方・事
例の学習

チームに
分かれて松川
町らしさにつ
いて深掘り調

査

地域ブランドに繋がる
キーワード
①自然（山、川、森）
②農（果樹・暮らし）
③松川人（文化）
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平成 年度

滞在交流プ
ログラムの
販売開始

モニターツアーの
実施、評価、レベ

ルアップ

（秋～冬頃）

○滞在交流プログラムの造成
○地域ブランドの言語化作業
(4/27,5/18,6/21,7/20,8/22,9/26…)

戦略会議とは？

①町内の取組みの情報共有、ワークショップを通じた 年後も残したい
②松川町の地域ブランド（競争力のある松川町らしさ）を考える等の棚卸し作業

松川町が持続可能な町であるために、100年後にも残したい地域ブランドと、それを体
験してもらうための滞在交流プログラムを参加者1人1人が考え、実行していく場です。

4. 今後の進め方

3. 組織の概要設立検討の全体スケジュール

観光交流地域づくり戦略会議

設立検討の全体スケジュール

観光交流地域づくり戦略会議


